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ホ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
ィ
ァ
サ
ン
』
に
お
け
る
・
．
＞
巨
苧
◎
表
①

彗
手
堅
雪
彗
8
弓
軌
宗
。
①
＼
表
艮
彗
①
．
の
概
念

「
国
家
」
を
「
産
出
」
す
る
「
契
約
」
の
《
内
容
》
の
〈
意
味
理
解
〉
の
た
め
に
－

　
　
は
し
が
き

　
　
使
用
テ
ク
ス
ト

　
＝
H
葭
向
■
■
向
；
向
Z
H
ω
O
司
■
＞
老
一
オ
＞
H
d
射
＞
■
＞
2
U
～
O
■
－
↓
．

H
〇
一
．
．
向
Φ
岸
o
o
奉
岸
チ
凹
弔
『
o
片
顯
o
o
里
目
O
O
ユ
ま
o
葭
－
オ
o
“
o
蜆
一
〕
｝
句
向
射
∪
H
．

Z
＞
之
U
　
H
Q
Z
Z
H
向
ω
．
［
■
o
自
o
o
P
　
－
o
o
o
o
④
］
．
　
ω
向
O
O
Z
U
　
内
U
H
H
H
O
之
一

≦
葦
閏
目
婁
H
巨
・
O
O
巨
蟹
O
・
耳
琴
声
O
O
募
目
葦
－
2
婁
一
昌
雫
鶉
．

色
o
自
．
司
『
芭
己
｛
O
雪
器
　
■
O
自
O
O
P
一
〇
〇
〇
弁
く
－
嵩
く
二
　
一
l
H
り
o
勺
o
．
＞
O
勺
曾
一
．

ま
o
蜆
・
o
勺
－
£
－
N
ぎ
－
（
『
自
然
法
と
政
治
法
と
の
諸
原
理
』
。
フ
ェ
ル
デ

ィ
ナ
ン
ト
ニ
ア
ニ
エ
ス
編
。
付
、
序
詞
と
校
訂
注
。
〔
初
版
。
回
ン
ド
ン
、

一
八
八
九
年
〕
。
第
二
版
。
付
、
M
・
M
・
ゴ
ウ
ル
ド
ス
、
・
、
ス
に
よ
る
新

序
文
。
新
刷
。
フ
ラ
ン
ク
・
カ
ス
薔
店
。
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
八
四
年
）
。

本
稿
で
は
、
、
曽
卜
・
二
と
賂
記
。
（
執
筆
は
、
一
六
四
〇
年
に
終
了
、
と
推

鈴

木

1秀
　
　
勇

定
さ
れ
る
）
。

　
．
・
向
■
向
呂
向
老
H
O
カ
d
峯
弔
江
一
■
O
ω
O
勺
雷
－
肉
ω
向
O
↓
H
O
ω
向
O
d
Z
U
＞
一

∪
向
＝
o
、
雲
H
2
向
．
、
．
［
＞
昌
g
胃
o
葭
冒
一
－
a
o
o
］
1
．
○
勺
向
カ
＞
市
＝
－
■
o
ω
9

壬
H
9
ε
亀
妄
巳
畠
ω
O
彗
弓
ω
弓
9
七
室
＞
＝
8
F
8
岸

ω
H
d
U
↑
◎
向
H
■
＞
団
O
射
向
Ω
d
■
H
■
■
峯
－
峯
O
■
■
ω
≦
O
肉
H
雷
一
．
＜
O
■
一

F
』
ひ
雷
＞
オ
之
房
｝
○
＝
乞
■
昌
3
ξ
轟
s
ω
8
昌
o
雰
亘
、
、
け

ω
O
－
吋
2
H
H
＞
く
向
寓
■
＞
O
－
＞
巴
o
目
．
－
ま
α
　
山
－
写
二
－
一
嵩
り
や
（
『
哲
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
諸
原
理
の
第
二
部
。
人
間
に
つ
い
て
（
〔
デ
ー
・
ホ
ミ
ネ
〕
）
』
。
〔
初
版
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
：
ハ
五
八
年
〕
。
「
著
者
の
ニ
フ
テ
ン
語
で
の
執
筆
に

か
か
る
哲
学
総
著
作
集
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
ウ
レ
ズ
ワ
ー
ス
の
研
校
と
尽

痒
と
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
。
第
二
巻
」
。
ジ
目
ン
．
ボ
ウ
ン
書
店
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〔
ロ
ン
ド
ン
、
　
一
八
三
九
年
〕
。
復
刻
・
第
二
版
。
ス
キ
エ
ン
テ
ィ
ア
書
店
。

一
九
六
六
年
）
。
、
b
曽
．
、
一
〇
■
・
鼻
と
略
記
。
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（81）　ホブズ『リヴァイアサン』における・‘AuthOrise’の概念

　
。
、
向
■
冒
峯
向
2
H
O
弟
d
峯
弔
匡
－
■
O
ω
O
｝
｝
H
曽
ω
吋
O
↓
H
O
H
吋
射
H
H
＞
一

U
向
　
O
－
く
－
、
　
［
勺
串
ユ
蜆
一
一
α
卓
凸
．
、
0
、
勺
向
射
＞
弔
国
－
■
O
ω
0
、
句
国
－
O
＞
－
－

℃
峯
乞
H
＞
．
．
く
o
■
■
H
－
■
ω
9
向
老
自
＞
。
5
ω
1
お
N
勺
や
（
『
哲
学
の
諸
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

理
の
第
三
部
。
市
民
に
つ
い
て
（
〔
デ
ー
・
キ
ィ
ー
イ
ウ
ェ
〕
）
』
。
〔
初
版
。

バ
リ
、
一
六
四
二
年
〕
。
前
記
『
哲
学
総
著
作
集
』
。
同
・
「
第
二
巻
」
）
。

．
．
b
O
・
、
一
〇
■
・
H
H
．
と
略
記
。

　
．
、
∪
帥
　
O
－
＜
向
．
H
旨
o
■
凹
匡
■
く
o
『
生
o
自
■
一
．
＞
　
o
ユ
ユ
o
陣
－
　
血
O
－
戌
O
目
　
一
〕
｝

匡
o
く
o
『
o
～
く
芭
ヨ
o
口
o
0
H
．
O
咲
｛
o
『
P
　
H
巨
耐
　
0
5
冨
自
o
o
自
　
勺
3
器
一
　
－
o
o
o
ω
．

H
巨
o
O
－
串
H
0
目
O
o
目
o
O
岸
－
o
目
o
H
“
－
o
勺
ブ
ニ
o
蜆
O
O
｝
－
o
芭
－
考
O
『
斥
餉
O
｛
H
す
o
自
－
四
蜆

匡
o
g
ω
餉
．
く
o
－
、
昌
崖
1
■
く
；
一
H
l
9
，
H
－
N
違
｝
や
（
『
市
民
に
つ
い

て
。
ラ
テ
ン
語
版
』
。
ホ
ウ
ア
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
校
訂
編
集
版
。

オ
ク
ス
フ
ァ
ド
、
一
九
八
三
年
。
ク
ラ
ラ
ン
ダ
ン
印
刷
局
。
ク
ラ
ラ
ン
ダ

ン
版
・
タ
マ
ス
・
ホ
プ
ス
哲
学
著
作
集
。
第
二
巻
）
。
。
、
b
o
・
ミ
．
．
．
と
略

記
。．

、
、
■
向
く
－
＞
H
葭
＞
岩
－
◎
射
H
＝
向
峯
＞
H
H
向
射
一
司
O
勾
峯
向
－
俸
句
O
考
向
肉

○
司
＞
O
O
峯
峯
O
Z
－
≦
｝
＞
■
↓
匡
■
O
O
■
目
ω
H
＞
ω
H
H
O
＞
■
■
＞
乞
U
O
－
．

く
H
■
■
一
、
．
　
［
■
O
目
O
o
P
　
＞
目
O
『
o
老
　
O
『
o
o
片
9
　
－
α
㎞
－
］
一
向
邑
岸
①
O
　
く
幕
｝
　
閏
自

H
目
芹
『
O
O
自
o
弐
O
目
σ
｝
O
・
｝
」
≦
嘗
o
O
げ
o
冨
o
自
一
弔
o
＝
o
芭
目
O
－
簑
餉
丑
o
餉
．
勺
o
目
o
o
冒
－
目

口
o
o
｝
蜆
．
射
o
雫
巨
8
ρ
お
N
o
〇
一
旧
－
N
〇
一
N
H
I
s
ψ
弓
や
（
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
。

別
名
、
教
会
国
家
と
市
民
国
家
と
の
素
材
、
形
式
、
お
よ
ぴ
カ
』
。
〔
初
版
。

ロ
ン
ド
ン
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
ク
ル
ウ
ク
書
店
。
ニ
ハ
五
一
年
〕
。
C
・
B
・

マ
ク
フ
ァ
ー
ス
ン
編
。
付
、
序
文
。
ペ
ン
ギ
ン
双
書
。
　
一
九
七
八
年
版
再

刷
。
〔
真
正
初
版
の
復
刻
版
〕
）
。
、
．
卜
§
．
（
向
．
）
．
、
な
い
し
は
、
た
ん
に
貞
・

と
略
記
。

　
、
■
向
＜
－
＞
H
葭
＞
字
ω
－
＜
■
U
向
室
均
H
け
蛯
－
＞
一
司
ひ
肉
呂
肉
一
向
H
勺
O
－

弓
向
ω
H
＞
H
向
　
O
H
く
－
H
＞
H
－
ω
　
目
O
O
■
帥
ω
H
ト
ω
H
H
O
曽
　
向
H
　
O
H
く
－
■
－
ρ
二

［
＞
昌
眈
雷
a
葭
昌
一
ま
亀
］
一
．
O
弔
向
射
＞
　
勺
昌
－
■
O
ω
O
～
雪
－
＞
：
・
O
峯
峯
－
戸
，

く
〇
一
ド
■
H
一
■
o
目
o
o
目
一
H
o
o
o
H
一
ω
o
o
o
目
o
射
o
勺
『
旨
け
一
ω
O
－
吋
老
H
－
戸
H
o
ひ
ひ
’

－
1
ζ
一
H
I
｝
S
勺
勺
．
（
『
レ
ゥ
ィ
ァ
ー
ト
ハ
ァ
ン
。
別
名
、
教
会
国
家
と

市
民
国
家
と
の
素
材
、
形
式
、
お
よ
ぴ
力
に
つ
い
て
』
。
〔
初
版
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
、
一
六
六
七
年
〕
）
。
．
、
卜
§
（
卜
・
）
、
．
あ
る
い
は
、
卜
．
と
賂
記
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
れ
は
、
．
。
卜
§
．
（
申
）
、
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
は
な
く
、
著
者
自
身
に
よ

　
　
　
　
　
、

る
ラ
テ
ン
語
版
で
あ
る
。

　
な
お
、
、
卜
§
。
（
｝
）
．
、
と
．
、
卜
§
・
（
卜
・
）
、
．
と
の
両
版
を
併
せ
て
、
．
．
卜
§
．

（
向
．
卜
．
）
、
、
と
も
、
表
記
し
た
。

　
（
本
稿
に
記
載
し
た
ラ
テ
ン
語
に
は
、
長
母
音
符
号
、
曲
ア
ク
セ
ン
ト

を
含
む
ア
ク
セ
ン
ト
の
符
号
を
、
付
し
た
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ

ャ
語
、
そ
の
他
の
諸
国
語
の
語
の
表
音
に
添
え
た
傍
点
は
、
ア
ク
セ
ン
ト

の
所
在
を
示
す
）
。

　
『
一
橘
輸
叢
』
の
「
論
説
」
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
を
考
忠
し
て
、
本
稿

執
筆
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
既
発
表
の
拙
稿
の
い
く
つ
か
を
、
参
照
願
わ

ね
胤
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
部
分
を
合
む
拙
論
は
、
下
記
の
も
の
で
あ
る
。

（
所
載
の
・
札
幌
犬
学
刊
行
物
は
、
す
ぺ
て
、
交
換
に
よ
り
、
一
橋
犬
学

附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
拙
稿
に
お
け
る
分
析
、
引
用
原
文
の
訳
出
、
そ
の
他
に
わ
た
っ
て
、
補

正
、
補
完
を
施
し
た
）
。

　
『
タ
マ
ス
・
ホ
プ
．
ス
に
お
け
る
・
「
契
約
」
、
な
ら
ぴ
に
、
「
自
然
権
」
、
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「
自
然
法
一
、
お
よ
び
、
「
自
然
一
、
の
諸
概
念
の
分
折
－
第
－
部
、
第
■

部
、
第
皿
部
」
。
「
ま
え
お
き
」
（
1
・
n
・
皿
）
』
（
札
幌
大
学
・
経
済
学
会
。

『
経
済
と
経
営
』
・
第
1
6
巻
・
3
，
4
〔
合
併
〕
号
。
1
9
8
6
年
3
月
。

2
7
1
5
2
ペ
イ
ジ
）
。
　
『
第
－
部
。
ホ
プ
ズ
に
お
け
る
・
「
契
約
」
、
お

よ
ぴ
、
「
自
然
権
」
、
「
自
然
法
」
、
の
諸
概
念
の
分
析
（
第
－
章
－
第
畑

章
）
』
・
「
第
－
章
」
（
1
）
1
醐
）
（
同
上
誌
。
第
〃
巻
・
1
号
。
1
9
8
6

年
6
月
。
1
1
3
6
ペ
イ
ジ
）
。
　
右
『
第
－
部
』
・
「
第
皿
章
」
（
1
・
皿
・

m
）
（
同
上
誌
。
第
〃
巻
・
2
号
。
1
9
8
6
年
1
0
月
。
1
1
3
1
1
5

9
ペ
イ
ジ
）
。
右
『
第
－
部
』
・
「
第
皿
章
」
（
1
－
A
－
1
1
D
）

（
同
上
誌
。
第
〃
巻
・
3
号
。
1
9
8
7
年
－
月
。
2
7
I
E
J
1
ペ
イ
ジ
）
。

右
『
第
－
部
』
・
「
第
皿
章
（
つ
づ
き
）
」
（
■
－
A
I
n
l
c
皿

I
A
－
皿
1
c
）
（
同
上
誌
。
第
〃
巻
・
4
号
・
1
9
8
7
年
3
月
。

4
7
1
1
2
0
ペ
イ
ジ
）
。
　
右
『
第
－
部
』
・
「
第
W
章
」
（
I
　
I

V
）
。
同
・
「
第
V
章
」
（
I
　
I
　
V
）
。
同
・
「
第
W
章
」
（
1
　
1

W
）
（
同
上
誌
。
第
1
8
巻
・
1
号
。
1
9
8
7
年
6
月
。
4
3
－
8
6
ペ

イ
ジ
）
。
　
右
『
第
－
部
』
・
「
第
W
章
」
（
I
　
I
－
　
V
）
（
同
上
誌
。
第

1
8
巻
・
2
号
。
1
9
8
7
年
9
月
。
5
5
1
9
0
ペ
イ
ジ
）
回
　
右
『
第
－

都
』
・
「
第
㎜
章
」
（
1
　
－
　
W
）
（
同
上
誌
。
第
1
8
巻
・
3
号
。
1
9

8
7
年
1
2
月
。
2
5
1
1
3
3
ペ
イ
ジ
）
。
　
右
『
第
－
都
』
・
「
第
㎜
章
」

（
1
－
V
）
（
同
上
誌
。
第
1
8
巻
・
4
号
。
1
9
8
』
年
3
月
。
2
7

1
1
1
6
ペ
イ
ジ
）
。
　
右
『
第
－
部
』
・
「
第
㎜
章
（
つ
づ
き
）
」
（
W

－
W
）
（
同
上
諸
。
第
1
9
巻
・
i
号
。
1
9
8
8
年
8
月
刊
行
予
定
。

印
刷
中
。
約
4
3
ペ
イ
ジ
）
。

　
『
タ
マ
ス
・
ホ
プ
ズ
に
お
け
る
・
「
契
約
」
、
な
ら
ぴ
に
、
「
自
然
権
」
、

「
自
然
法
」
、
お
よ
ぴ
、
「
自
然
」
、
の
諸
概
念
の
分
析
。
第
n
部
。
ホ
プ
ズ

に
お
け
る
「
自
然
」
概
念
の
分
析
（
「
第
－
章
」
（
I
　
l
　
X
）
。
第
皿

章
」
（
I
　
l
　
w
）
。
「
第
皿
章
」
（
1
　
－
　
w
）
』
（
札
幌
大
学
教

養
部
紀
要
。
第
2
9
巻
。
1
9
8
6
年
9
月
。
1
9
－
1
4
6
ペ
イ
ジ
）
。

　
本
稿
の
主
題

　
1
．
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
あ
っ
て
、
政
治
哲
学
を
含
む
・

ホ
ブ
ズ
の
〈
社
会
哲
学
〉
（
、
b
Ω
、
で
は
．
昌
o
『
彗
ω
o
…
o
＆
暑
ぎ
、

、
b
O
・
ミ
．
、
、
で
は
勺
巨
－
O
叩
〇
一
勺
巨
曹
昌
昌
竺
オ
＝
：
卜
§
。
（
■
）
、
で
は

．
旨
o
墨
－
勺
罰
－
o
ω
o
旦
一
討
、
、
．
卜
§
．
（
卜
．
）
、
で
は
．
勺
巨
－
畠
o
勺
巨
凹
昌
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

H
彗
ω
、
。
『
第
－
部
』
・
「
第
皿
章
（
つ
づ
き
）
」
。
■
l
A
）
の
核
心

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
な
す
も
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

　
勺
閏
ユ
　
自
’
　
O
｛
　
O
O
峯
雪
O
オ
ー
老
目
＞
■
H
｝
　
O
｝
＞
巾
1
〆
く
自
．

o
、
き
軸
O
s
ミ
寒
夕
Ω
雨
s
ミ
ミ
“
o
ぎ
s
ミ
～
b
も
ミ
ミ
ざ
s
呉
凹
O
O
呂
－

峯
O
宇
峯
向
＞
■
H
■
（
「
第
二
部
。
カ
マ
ン
ー
ウ
ェ
ル
ス
〔
国
家
〕

に
つ
い
て
。
第
十
七
章
。
カ
マ
ン
ー
ウ
ェ
ル
ス
〔
国
家
〕
ノ
諸
目

的
、
産
出
、
オ
ヨ
ビ
、
定
義
ニ
ツ
イ
テ
」
。
U
■
O
冥
昌
＞
H
向

ω
－
く
目
　
肉
向
勺
◎
｝
■
H
O
〆
．
　
O
＞
勺
O
↓
　
×
く
－
H
．
　
U
向
　
　
O
＞
⊂
ω
＞
－

Ω
■
之
向
肉
＞
↓
H
O
Z
向
一
目
H
　
∪
け
勺
H
オ
H
H
H
O
之
向
　
O
H
く
－
H
＞
H
H
ω

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
「
キ
ー
ウ
ィ
タ
ー
ス
な
い
し
は
レ
ー
プ
ー
ブ
リ
カ
〔
国
家
〕
に
つ

い
て
。
第
十
七
章
。
国
家
の
目
的
、
産
出
、
お
よ
ぴ
、
定
義
に

5δ2



『
－
‘
●

（83） ホブズ『リヴァイアサン』における・‘Authorise’の概念

つ
い
て
L
の
■
卜
・
弓
奉
H
ω
・
に
示
さ
れ
る
「
共
同
の
カ
（
O
O
－

昌
目
昌
弔
o
峯
撃
卜
．
8
昌
昌
ぎ
蒜
勺
g
巾
ま
討
）
を
設
立
す
る
（
ざ

9
8
け
ト
。
0
0
－
畠
幸
饒
實
島
）
〔
「
国
家
」
を
「
産
出
」
す
る
〕
・
た
っ

た
一
つ
の
遣
」
、
婆
言
す
れ
ぱ
、
・
「
各
人
が
各
人
に
敵
対
す
る
戦
争
」

（
な
い
し
は
、
「
万
人
が
万
人
に
敵
対
す
る
戦
争
」
）
の
「
身
の
上
」

〔
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
・
後
述
・
1
・
1
〕
に
あ
る
「
各
人
」

が
、
こ
の
「
身
の
上
」
を
脱
出
し
て
「
平
和
」
の
〈
創
出
〉
に

く
転
換
V
す
る
、
と
い
う
〈
目
的
〉
に
〈
適
合
〉
し
た
〈
手
段
・

方
法
〉
た
る
「
国
家
」
を
「
産
出
」
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
産
出
」

と
い
う
〈
目
的
〉
に
、
こ
れ
ま
た
〈
適
合
〉
し
た
〈
手
段
〉
と
し

て
、
同
じ
「
身
の
上
」
に
あ
る
・
他
の
「
あ
ら
ゆ
る
」
「
各
人
」

　
　
　
　
、
　
　
、

と
交
す
「
契
約
」
ー
す
な
わ
ち
、
各
自
が
有
す
る
・
い
わ
ゆ
る

、
　
　
、
　
　
、

「
自
然
権
」
を
、
「
ひ
と
り
の
人
間
」
な
い
し
は
「
一
つ
の
・
人
々

の
会
議
体
」
（
こ
れ
は
、
「
産
出
」
さ
れ
た
「
国
家
」
に
あ
っ
て
は

「
至
高
権
カ
保
持
者
」
（
、
専
卜
・
二
で
は
．
竃
く
Φ
置
O
目
目
．
一
：
卜
§
・
（
｝
）
．
、

で
は
．
ω
o
く
①
冨
拭
目
．
一
あ
る
い
は
．
8
き
量
拭
畠
．
一
、
b
Ω
、
一
、
卜
§
・

（
卜
。
）
、
に
あ
っ
て
は
、
邑
昌
目
芭
昌
（
、
b
O
・
ミ
ニ
で
は
冬
昌
昌
－

簑
目
）
℃
o
8
g
掌
o
冒
墨
冨
寡
．
、
と
記
さ
れ
る
）
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
『
第
－
部
』
・
「
第
㎜
章
」
。
㎜
　
同
・
「
第
皿
章
」
。
m
）
に
、

「
移
譲
」
す
る
こ
と
を
《
内
容
》
と
す
る
「
契
約
」
（
O
O
く
o
昌
目
け

卜
．
忌
o
ε
目
）
ー
の
・
そ
の
《
内
容
》
で
あ
る
。

　
（
注
記
す
れ
ぱ
。
ホ
ブ
ズ
に
お
け
る
「
国
家
」
は
、
、
黒
い
、
一

、
b
Ω
二
一
、
卜
§
（
申
卜
）
．
．
に
示
さ
れ
て
い
る
・
「
至
高
権
カ
保
持

者
」
の
「
責
務
」
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
「
国
家
」
の
「
目
的
」
（
そ

れ
は
、
た
だ
ち
に
、
〈
創
出
〉
さ
れ
る
べ
き
「
平
和
」
の
内
容
で

あ
る
）
に
つ
い
て
の
論
述
の
分
析
に
し
た
が
い
、
歴
史
的
に
規
定

す
れ
ぱ
、
〈
資
本
制
経
済
杜
会
の
成
立
の
政
治
的
条
件
〉
た
る
〈
政

治
的
国
民
統
一
〉
で
あ
る
（
『
第
－
部
』
・
「
第
－
章
」
。
と
く
に
ω

1
瑚
）
。
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
は
、
ホ
ブ
ズ
に
先
立
っ
て
、

「
生
産
技
術
科
単
」
と
そ
れ
の
前
提
と
な
る
「
〔
自
然
〕
科
学
」
と

（
〈
資
本
制
経
済
社
会
成
立
の
技
術
的
条
件
〉
）
の
確
立
を
意
図
し

た
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
の
．
、
H
■
ω
討
胃
帥
ま
o
峯
ψ
o
q
■
顯
［
ω
9
－

昌
轟
昌
目
］
・
霊
畠
自
．
豪
く
自
目
9
。
司
彗
…
．
－
吉
ざ
誹
昌

急
曇
①
｛
慧
ま
罵
墨
庁
｛
塞
g
黒
。
司
a
［
憲
亭
鶉
］
由
ひ
－

邑
邑
9
－
σ
雪
H
。
員
．
、
■
O
邑
旨
し
S
O
．
（
『
〔
諸
科
学
の
〕
大
革

新
。
第
二
都
。
新
オ
ル
ガ
ノ
ン
〔
新
論
理
学
〕
。
1
自
然
の
解

明
〔
自
然
科
学
〕
と
、
人
間
に
よ
る
〔
自
然
の
〕
支
配
〔
生
産
技

術
〕
と
に
つ
い
て
の
諸
命
題
。
第
一
、
第
二
編
』
（
ロ
ン
ド
ン
、

一
六
二
〇
年
）
で
あ
る
。
（
ビ
き
名
o
『
雰
9
句
蟹
昌
尉
田
里
8
P

o
o
＝
8
芹
＆
竃
o
向
畠
叶
＆
身
盲
昌
g
ぜ
＆
皇
目
o
〇
一
■
〇
一
U
①
ユ
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■
鴉
后
向
巨
㎜
し
）
ε
o
q
－
湯
U
暮
暮
｝
轟
穿
．
く
0
F
H
・
■
o
目
似
o
戸

H
o
o
ω
o
o
．
　
之
o
目
o
H
目
o
汗
　
向
冨
↑
①
H
　
■
凹
目
p
　
司
ユ
o
o
ユ
〇
一
一
　
勾
『
9
自
厘
■
目

く
胃
－
葭
甲
ω
｛
自
津
o
口
葭
ユ
ー
田
凹
ρ
o
曹
■
目
眈
註
津
一
－
o
α
ω
・
勺
勺
・
ζ
o
1
ω
ひ
｝
）
。

（
拙
稿
『
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ク
・
ル
ソ
『
エ
ミ
ル
』
に
お
け
る
．
「
自

然
に
し
た
が
う
教
育
」
の
思
想
の
分
析
』
（
札
幌
大
学
教
養
部
紀
要
。

第
2
7
巻
（
第
－
章
」
。
「
第
皿
章
」
。
「
第
皿
章
」
）
。
1
9
8
5
年
9

月
。
1
2
1
1
1
8
ー
ベ
イ
ジ
。
第
2
8
巻
（
「
第
W
章
」
。
「
第
V

章
」
）
。
1
9
8
6
年
3
月
。
7
7
－
1
9
8
ペ
イ
ジ
）
。
右
の
う

ち
、
「
第
v
章
」
。
（
1
1
w
）
、
お
よ
び
、
前
出
・
『
第
－
都
』
・

『
第
－
章
」
。
（
ω
）
）
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
2
・
　
に
も
拘
ら
ず
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
の
ホ
ブ
ズ
研
究
界

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

は
、
乱
　
「
自
然
権
」
の
「
移
譲
」
の
〈
諭
理
〉
、
と
り
わ
け
、
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

然
権
」
の
「
移
譲
」
が
二
重
の
意
味
を
も
つ
こ
と
の
〈
論
理
〉
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

h
　
「
移
譲
」
が
「
各
人
」
間
の
「
契
約
」
に
よ
る
こ
と
の
〈
論

理
〉
と
の
連
関
に
お
い
て
、
α
　
上
記
の
《
契
約
内
容
》
の
規
定

の
〈
論
理
〉
を
、
i
　
，
．
向
o
ト
一
、
一
、
b
Ω
二
か
ら
、
卜
§
．
（
－
卜
U
、
．

に
至
る
・
立
論
の
経
緯
を
辿
る
な
か
で
、
分
析
す
る
こ
と
に
欠
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
a
　
体
系
の
核
心
た
る
《
契
約
内
容
》
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

〈
意
味
理
解
〉
に
つ
い
て
、
致
命
的
な
過
誤
に
陥
っ
て
い
る
。

　
3
1
　
そ
の
《
契
約
内
容
》
の
規
定
は
、
、
卜
§
・
（
曽
）
、
．
に
あ
っ

て
は
、
左
記
の
文
脈
の
中
｛
．
、
．
－
き
き
ミ
札
寒
、
千
．
始
ま
り
、
．
ぎ

§
雨
§
§
§
、
．
、
で
終
る
・
イ
タ
リ
ク
体
で
記
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
（
射
勺
一
N
ミ
）

　
、
H
ケ
オ
尉
　
昌
o
『
①
　
↓
巨
凹
目
　
O
o
■
蜆
①
自
戸
　
O
H
　
O
O
■
o
o
H
〇
一
岸
　
示
　
p

篶
巴
－
d
ま
ま
①
艮
9
さ
昌
巴
ポ
巨
o
■
⑭
顯
目
o
↓
－
o
審
目
①
弔
胃
8
貝

目
曇
O
①
一
〕
｝
O
o
く
①
目
嘗
■
庁
O
｛
①
＜
o
『
｝
－
自
里
目
老
亭
巨
①
く
o
『
く
目
一
p
P
｝
目

彗
o
ブ
昌
鵯
目
昌
’
豊
饒
o
く
實
｝
昌
ρ
目
争
o
目
巨
窒
｝
ざ
Φ
く
實
｝

ヨ
凹
貝
－
」
ミ
ぎ
ミ
竃
s
s
軋
曹
e
雨
ミ
、
§
k
完
膏
ミ
ミ
Ω
o
§
§
き
喝

§
k
竃
ミ
一
ざ
き
涼
ミ
§
一
ミ
δ
“
ぎ
肪
工
竃
雨
§
｝
ミ
県
§
§
・
§

§
シ
o
§
軋
§
§
一
き
ミ
き
o
ミ
曹
ミ
s
、
“
ミ
完
膏
ミ
ざ
ぎ
§
一
§
、

」
ミ
き
o
ミ
寒
富
ミ
ぎ
｝
」
ミ
ざ
ミ
向
｝
ミ
ミ
ホ
舳
§
s
ミ
§
ミ
一
↓
巨
m
創
o
H
－
9

↓
ブ
①
冨
邑
ま
片
自
ρ
Φ
ω
o
自
巳
註
o
－
目
o
目
①
吊
Φ
冨
o
貝
討
o
巴
－
①
ρ
纈

O
O
竃
峯
0
2
1
峯
同
＞
■
H
＝
－
－
目
－
9
ま
■
①
O
｛
く
－
H
〆
m
一
H
巨
オ
武
“
ブ
o
Ω
o
■
－

曾
茎
昌
o
二
ぎ
什
α
・
冨
津
旨
く
；
畠
姜
一
〇
・
冨
吉
呂
（
ざ
竜
①
算
①

目
o
篶
・
睾
胃
彗
ξ
）
o
｛
ま
黒
き
・
ミ
一
9
鼻
ざ
峯
巨
3
書
o

暑
Φ
昌
ま
・
ま
Φ
§
§
§
ミ
Ω
鼻
ε
・
唱
碧
竃
邑
守
｛
彗
室
、

　
乱
　
右
の
規
定
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
ホ
ブ
ズ
研
究
者
の
あ
い

だ
で
通
常
行
な
わ
れ
て
い
る
〈
意
味
理
解
〉
は
、
諸
種
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
語
版
を
底
本
と
し
・
普
及
し
て
い
る
・
左
記
の
二
二
つ
の

『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
翻
訳
書
の
訳
文
中
、
引
用
者
が
＊
…
＊
を
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付
し
た
都
分
に
現
わ
れ
て
い
る
〈
理
解
〉
で
あ
る
。

　
・
－
・
　
「
岩
波
文
庫
」
版
（
1
9
6
7
年
。
第
十
刷
）
。

　
　
　
　
目
ソ
セ
ソ
ト
　
　
コ
ソ
コ
ー
ド

　
「
こ
れ
は
同
意
や
和
合
い
じ
ょ
う
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

一
に
し
て
二
な
ら
ぬ
人
樒
に
よ
る
、
か
れ
ら
す
ぺ
て
の
真
の
統
一

で
あ
っ
て
、
こ
の
統
一
は
、
各
人
が
各
人
に
む
か
っ
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
い
う
か
の
ご
と
き
、
各
人
対
各
人
の
信
約
に
よ
っ
て
つ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、

れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
人
に
、
ま
た

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

人
々
の
こ
の
合
議
体
に
た
い
し
て
、
自
己
を
統
治
す
る
わ
た
く
し

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
権
利
を
、
権
威
づ
け
あ
た
え
る
」
ミ
§
ミ
ぎ
s
ミ
智
§
ミ
が
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
れ
は
あ
な
た
も
お
な
じ
よ
う
に
し
て
、
あ
な
た
の
権
利
を
か
れ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

に
あ
た
え
、
か
れ
の
す
べ
て
の
行
為
を
権
威
づ
け
る
と
い
う
、
条

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
＃

件
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
こ
う
し

て
一
人
格
に
統
一
さ
れ
た
群
衆
は
、
コ
モ
ン
ー
ウ
ェ
ル
ス
、
ラ
テ

ン
語
で
は
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
よ
ぱ
れ
る
。
こ
れ
が
、
あ
の
偉
大
な
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
、
む
し
ろ
（
も
っ
と
敬
度
に
い
え
ぱ
）
あ
の
可
死

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

の
神
き
ミ
き
Ω
ミ
の
、
生
成
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
不
死
の

　
　
　
　
、

§
§
o
ミ
ミ
神
の
も
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
平
和
と
防
衛
に
つ
い
て

こ
の
可
死
の
神
の
お
か
げ
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
（
傍

点
と
、
．
」
ミ
§
ミ
ぎ
．
の
－
㌣
の
綴
り
と
、
．
智
§
喜
．
の
あ
と
の

「
が
」
に
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
は
、
訳
者
に
よ
る
。

⇔
。
3
3
ペ
イ
ジ
。
第
ニ
パ
ヲ
グ
ラ
フ
ー
3
4
ペ
イ
ジ
。
第
一
パ

ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
止
　
「
世
界
の
大
思
想
」
版
（
1
9
8
3
年
。
第
四
版
）
。

　
コ
一
れ
は
、
同
意
や
和
合
と
い
う
言
葉
で
は
い
い
つ
く
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
、
　
、

ほ
ど
の
も
の
で
、
あ
た
か
も
、
各
人
が
各
人
に
む
か
っ
て
、
あ
な

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
も
わ
た
く
し
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
の
権
利
を
か
れ
に
与
え
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
の
す
べ
て
の
行
為
の
権
限
を
認
め
る
と
い
う
条
件
の
も
と
に
、

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
た
く
し
は
、
み
ず
か
ら
を
統
治
す
る
自
分
の
権
利
を
・
こ
の
人

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
‡

あ
る
い
は
こ
の
合
議
体
に
与
え
譲
渡
す
る
と
宣
言
す
る
か
の
よ
う

に
、
各
人
対
各
人
の
信
約
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
、
ま
っ
た
く
た

だ
一
つ
の
人
椿
の
な
か
へ
の
、
か
れ
ら
す
ぺ
て
の
真
の
統
一
で
あ

る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
と
、
こ
の
一
人

椿
に
統
一
さ
れ
た
群
衆
は
、
コ
モ
ン
ー
ウ
ェ
ル
ス
ー
ラ
テ
ン
語

で
は
キ
ウ
ィ
タ
ス
ー
と
呼
ぱ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
か
の

偉
大
な
リ
ヴ
ァ
イ
7
サ
ン
、
い
や
む
し
ろ
（
も
っ
と
う
や
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
え
ぱ
）
、
あ
の
可
死
の
神
の
生
成
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
不
死

■
　
、
　
、

な
る
神
の
も
と
で
、
〔
国
内
の
〕
平
和
を
維
持
し
、
〔
外
敵
か
ら
〕

防
衛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
可
死
の
神
の
お
か
げ
な
の
で
あ

る
L
。
（
傍
点
、
〔
　
〕
は
、
訳
者
に
よ
る
。
1
1
5
ペ
イ
ジ
。
上

欄
・
第
ニ
バ
ラ
グ
ラ
フ
ー
下
欄
・
第
一
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

565



’矯論叢第100巻第4号（86）

　
肚
　
「
世
界
の
名
著
」
版
（
1
9
8
3
年
。
第
九
版
）
。

　
「
〔
改
行
〕
　
こ
れ
は
同
意
も
し
く
は
和
合
以
上
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
た
が
い
に
契
約
を
結
ぷ
こ
と
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
人
閥
が
一
個
の
同
じ
人
格
に
真
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
丑
、
の
方
法
は
、
あ
た
か
も
各
人
が
各
人
に
向
か
っ
て
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

よ
う
に
宣
言
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
私
は
み
ず
か
ら
を
統

治
す
る
権
利
を
、
こ
の
人
間
ま
た
は
人
間
の
合
議
体
に
完
全
に
譲

渡
す
る
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
条
件
の
も
と
に
認
め
る
。
そ
の
条
件
と

は
、
き
み
も
き
み
の
権
利
を
譲
渡
し
、
彼
の
す
べ
て
の
活
動
を
承

　
　
　
　
　
‡

認
す
る
こ
と
だ
」
。
〔
改
行
〕
　
こ
れ
が
達
成
さ
れ
、
多
数
の
人

人
が
一
個
の
人
楕
に
結
合
統
一
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
《
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
》
ー
ラ
テ
ン
語
で
は
《
キ
ウ
ィ
タ
ス
》
と
呼
ぱ
れ
る
。

か
く
て
か
の
偉
大
な
る
《
大
怪
物
》
（
リ
ブ
ァ
イ
ァ
サ
ン
）
が
誕

生
す
る
。
否
、
む
し
ろ
「
永
遠
不
滅
の
神
」
の
も
と
に
あ
っ
て
、

平
和
と
防
衛
と
を
人
間
に
保
障
す
る
地
上
の
神
が
生
ま
れ
る
の
だ

と
〔
長
敬
の
念
を
も
っ
て
〕
い
う
べ
き
だ
ろ
う
」
。
（
改
行
、
「
　
」
、

1
－
、
《
》
、
《
大
怪
物
》
（
リ
プ
ァ
イ
ァ
サ
ン
）
は
、
訳
者
に
よ
る
。

「
改
行
」
の
注
記
は
、
引
用
者
。
1
9
6
ベ
イ
ジ
。
上
欄
・
第
三

バ
ラ
グ
ラ
フ
ー
下
欄
・
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
h
　
し
か
し
、
上
掲
の
諸
訳
文
に
示
さ
れ
て
い
る
・
前
記
《
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

約
内
容
》
の
規
定
の
〈
意
味
理
解
〉
は
、
す
べ
て
、
完
全
な
誤
謬

で
あ
り
、
そ
の
過
誤
は
、
前
出
・
2
．
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
、
起
因

す
る
の
で
あ
る
。

　
α
　
そ
し
て
、
2
・
に
挙
げ
た
・
他
の
二
一
つ
の
〈
論
理
〉
と
の
・

不
可
分
離
の
連
繋
に
お
い
て
分
析
せ
ら
る
べ
き
・
《
契
約
内
容
》

の
規
定
の
〈
論
理
〉
を
、
集
中
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
．
彗
芹
・

げ
o
ま
o
．
の
概
念
な
の
で
あ
る
。

　
4
．
　
そ
こ
で
、
予
め
示
す
な
ら
ば
、
右
の
〈
論
理
〉
は
、
；
目

を
も
っ
て
す
れ
ぱ
、
〈
「
本
人
」
と
「
代
行
者
」
・
「
代
理
人
」
と
の

〈
関
係
〉
〉
の
〈
論
理
〉
で
あ
る
。

　
や
や
立
ち
入
っ
て
述
べ
れ
ば
、
孔
　
「
各
人
」
が
有
す
る
「
自

然
権
」
（
、
曽
卜
・
、
：
卜
§
（
内
）
二
で
は
．
ユ
O
q
享
O
｛
量
ε
富
．
（
「
自

然
に
基
づ
く
権
利
」
）
、
：
b
q
、
・
、
卜
§
・
（
卜
・
）
、
で
は
．
盲
ω
（
、
b
O
・

ミ
、
．
；
蜆
．
）
邑
彗
曇
O
．
（
自
然
に
し
た
が
う
権
利
L
）
。
『
第
－
都
』
・

「
第
W
章
」
。
同
・
「
第
脳
章
」
。
I
I
皿
）
を
、
．
．
夢
卜
．
、
、
一
、
b
Ω
．
．

か
ら
：
卜
§
．
（
同
卜
．
）
．
、
に
至
る
・
そ
れ
の
規
定
に
し
た
が
っ
て

分
析
す
れ
ぱ
、
・
－
・
「
各
人
」
の
「
自
然
権
」
の
〈
内
容
〉
は
、

「
自
然
」
（
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
本
稿
・
後
述
・
1
・
Z
）
が

〈
意
志
〉
し
「
各
人
」
に
く
命
令
V
す
る
「
自
分
自
身
の
生
命
の

保
存
」
と
い
う
「
目
的
」
に
く
適
合
V
し
た
〈
手
壊
〉
で
あ
る
・
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1
“

■
’
。

’
－
　
　
　
　
　
1
古

（87） ホブズ『リゥ．アイァサン』における・‘Authorise’の概念

「
身
体
と
心
と
の
カ
・
能
カ
」
の
〈
あ
ら
ゆ
る
行
使
〉
、
に
ほ
か
な

ら
ず
（
後
述
・
皿
・
吐
）
、
江
　
し
て
み
れ
ば
、
「
自
然
権
」
は
、

〈
非
物
件
〉
で
あ
る
。
h
　
そ
れ
ゆ
え
、
「
各
人
」
が
、
自
ら
の

「
自
然
権
」
を
、
前
述
・
1
・
の
「
至
高
権
カ
保
持
者
」
と
な
る
べ

き
・
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
た
る
「
他
人
」
に
「
移
譲
」
す
る

こ
と
は
、
1
〈
物
件
〉
の
「
引
き
渡
し
」
に
即
し
て
行
な
わ
れ

う
る
・
「
権
利
」
の
「
移
譲
」
と
は
異
な
っ
て
1
「
不
可
能
」

で
あ
り
、
〈
第
三
者
〉
が
こ
れ
を
「
各
人
」
か
ら
「
受
領
」
す
る

こ
と
も
、
「
不
可
能
」
で
あ
る
。
q
　
ホ
ブ
ズ
は
、
、
夢
卜
．
：
一
、
b
○
二

に
あ
っ
て
、
．
．
卜
§
（
｝
卜
。
）
、
の
・
前
記
勺
け
P
O
串
＞
｝

×
く
目
に
該
当
す
る
各
章
で
、
「
共
同
の
力
」
（
「
国
家
」
）
た
る

「
単
一
体
」
（
冒
6
日
　
（
＝
夢
卜
’
、
、
）
一
C
ヨ
O
（
、
b
Ω
：
）
一
＜
乞
5

（
、
b
o
・
ミ
、
）
の
「
造
出
」
に
つ
い
て
論
述
す
る
さ
い
に
、
。
L

こ
の
〈
論
理
上
の
難
点
〉
に
逢
着
し
、
甘
　
右
の
〈
困
難
〉
を
除

去
す
る
た
め
、
、
ぎ
ト
。
二
一
、
b
Ω
、
は
、
ひ
と
し
く
、
あ
る
〈
理

解
〉
・
〈
解
釈
〉
を
と
っ
た
。
吐
　
が
し
か
し
、
そ
の
〈
理
解
〉
・

〈
解
釈
〉
も
、
結
局
は
、
前
述
し
た
・
「
各
人
」
の
「
自
然
権
」
の

「
移
譲
」
・
「
受
領
」
の
「
不
可
能
」
と
い
う
〈
難
点
〉
に
、
〈
還

流
V
し
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
（
『
第
－
部
』
・
「
第
服
章

（
つ
づ
き
）
」
。
（
㎜
）
）
。

　
α
　
。
．
夢
卜
、
、
一
、
b
Ω
、
の
制
作
後
に
、
こ
の
・
脱
し
え
ぬ
〈
困

難
〉
を
自
覚
し
た
ホ
ブ
ズ
が
、
右
の
〈
難
点
〉
を
解
決
す
ぺ
く
工

夫
を
凝
ら
し
着
想
し
た
〈
論
理
〉
が
、
ま
ず
、
（
本
稿
・
後
出
・

W
）
：
b
‡
、
最
終
章
、
O
＞
勺
O
↓
×
く
L
〕
向
串
Q
冬
量
向
昌
O
－

昌
自
O
［
目
O
昌
9
0
］
（
「
第
十
五
章
。
他
人
の
役
割
を
演
ず
る

人
間
に
つ
い
て
」
）
（
○
■
・
自
・
毛
・
ご
o
l
－
竃
）
に
現
わ
れ
、
つ
い

で
、
間
題
の
《
契
約
内
容
》
を
提
示
す
る
・
前
掲
の
．
．
卜
§
．
（
同
卜
・
）
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

埠
、
；
O
｝
＞
甲
、
O
＞
勺
．
×
く
自
・
の
、
直
前
に
お
か
れ
た
軍
。
［

O
■
＞
勺
．
×
く
■
O
、
勺
向
射
ω
0
2
9
＞
d
↓
葭
O
カ
9
s
§
“
§
“
ミ
恕

、
ミ
竃
§
“
ミ
（
「
第
一
部
。
第
十
六
章
。
人
樒
、
本
人
、
オ
ヨ
ビ
、

人
椿
ト
サ
レ
タ
諸
事
物
ニ
ツ
イ
テ
」
）
（
内
署
．
S
N
1
竃
企
）
、

O
＞
勺
d
H
×
く
H
1
∪
向
勺
向
肉
ω
O
オ
H
ω
　
向
H
　
＞
d
H
｝
O
内
－
巾
O
ω

（
「
第
十
六
章
。
人
樒
と
本
人
と
に
つ
い
て
」
）
（
い
O
ピ
・
自
H
・
署
・

冨
ω
1
－
塞
）
に
継
承
さ
れ
る
〈
論
理
〉
－
す
な
わ
ち
、
・
L
　
「
各

人
」
は
、
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
に
、
「
各
人
」
の
「
自
然
権
」

（
の
〈
内
容
〉
）
1
く
り
か
え
せ
ぱ
、
自
ら
の
「
生
命
の
保
存
」
を

「
目
的
」
と
す
る
「
身
体
と
心
と
の
カ
・
能
カ
」
の
〈
あ
ら
ゆ
る

行
使
〉
ー
を
「
代
行
」
・
「
代
理
」
す
る
「
資
格
」
・
「
権
隈
」
を
、

〈
付
与
〉
・
〈
譲
与
〉
・
〈
移
譲
〉
し
、
…
　
こ
の
「
資
格
」
・
「
権
限
」

の
〈
付
与
〉
・
〈
譲
与
〉
・
〈
移
譲
〉
に
よ
っ
て
、
「
自
然
権
」
（
の
く
内
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容
〉
）
1
右
の
〈
あ
ら
ゆ
る
行
使
〉
1
の
「
本
人
」
の
「
人
格
」

と
し
て
の
「
各
人
」
に
た
い
し
て
、
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
は
、

「
本
人
」
た
る
「
各
人
」
の
・
そ
の
「
自
然
権
」
（
の
く
内
容
）
ー

あ
の
・
〈
あ
ら
ゆ
る
行
使
〉
－
の
「
代
行
者
」
・
「
代
理
人
」
の
「
人

格
」
〈
と
な
る
〉
1
と
す
る
〈
論
理
〉
で
あ
る
。
（
『
第
－
都
』
・

「
第
W
章
」
）
。

　
i
　
こ
の
・
〈
「
本
人
」
と
「
代
行
者
」
・
「
代
理
人
」
と
の
〈
関

係
〉
〉
の
〈
論
理
〉
に
よ
る
な
ら
ぱ
、
・
L
　
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉

は
、
「
本
人
」
た
る
「
各
人
」
か
ら
の
「
権
限
」
・
「
資
格
」
の
〈
付

与
〉
・
〈
譲
与
〉
・
〈
移
譲
V
に
基
づ
い
て
、
「
各
人
」
の
「
自
然
権
」

を
、
そ
れ
の
〈
内
容
〉
に
お
い
て
、
「
代
行
」
・
「
代
理
」
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
廿
　
そ
の
「
代
行
」
・
「
代
理
」
は
、
「
自
然
権
」

（
の
〈
内
容
〉
）
の
（
〈
非
物
件
性
〉
に
基
づ
く
）
「
移
譲
」
・
「
受
領
」

の
「
不
可
能
」
と
い
う
〈
論
理
上
の
困
難
〉
を
免
れ
、
一
皿
　
し
か

も
、
「
移
譲
」
・
「
受
領
」
の
〈
機
能
〉
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
、

な
い
し
は
、
「
移
譲
」
・
「
受
領
」
と
〈
同
一
〉
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
9
．
　
そ
し
て
、
「
自
然
権
」
の
〈
内
容
〉
た
る
・
上
記
の
〈
あ

ら
ゆ
る
行
使
〉
を
、
「
代
行
」
・
「
代
理
」
せ
し
め
る
「
資
格
」
・

「
権
限
」
を
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
に
、
〈
付
与
す
る
V
、
と
い

う
意
味
を
も
つ
の
が
、
．
＞
＝
；
o
ま
①
．
の
概
念
で
あ
る
。

　
i
　
孔
　
ま
た
、
昌
ま
－
o
o
q
ぎ
｝
に
吟
味
し
て
も
、
臥
　
前
出
・

3
．
に
挙
げ
た
・
《
契
約
内
容
》
を
示
す
原
文
中
の
．
彗
夢
o
ユ
竃
．
な

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
語
は
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
ア
（
プ
リ
テ
ン
）
、
ヒ
ベ
ル
ニ
ア
（
ア
イ

ァ
ラ
ン
ド
）
地
域
に
行
な
わ
れ
た
中
世
ヲ
テ
ン
語
．
彗
g
α
二
基
篶
．

な
い
し
．
彗
ま
α
ユ
島
屋
．
（
十
世
紀
中
葉
、
十
二
世
紀
初
期
、
十
六

世
紀
中
葉
、
の
文
書
に
現
わ
れ
る
）
に
菌
来
す
る
が
、
後
者
の
語

幹
は
、
も
と
よ
り
、
古
典
ラ
テ
ン
語
の
．
彗
o
ま
津
雰
．
、
中
世
ラ

テ
ン
語
の
．
彗
o
ま
ま
爵
．
あ
る
い
は
．
彗
亭
才
奉
雰
．
（
本
稿
・
本
・

i
の
後
出
・
L
に
記
す
・
前
記
《
契
約
内
容
》
の
ラ
テ
ン
語
原
文

に
見
え
る
語
）
、
で
あ
る
。
μ
と
こ
ろ
で
、
古
典
ラ
テ
ン
語
と

し
て
の
．
豊
O
＆
『
津
蟹
．
は
、
そ
れ
の
諸
語
意
の
一
つ
に
、
ト
ま
O
－

ま
茎
昌
．
（
「
授
権
」
。
「
委
任
」
）
、
一
く
O
＝
ヨ
彗
享
．
（
「
全
権
」
。
「
代

理
権
」
。
「
委
任
」
）
、
b
…
ぎ
；
O
目
昌
O
・
．
（
「
権
限
授
与
」
。
「
全
権

委
任
」
。
「
全
権
」
）
の
意
を
も
っ
た
。
こ
の
語
意
は
、
多
く
、
「
公

的
使
節
」
に
つ
い
て
右
の
語
が
用
い
ら
れ
る
時
の
も
の
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
、

用
例
の
一
つ
は
、
キ
ケ
ロ
（
呂
学
o
嘉
H
彗
巨
ω
Ω
o
弩
O
．
－
8
卑
ρ

1
含
田
．
ρ
）
の
・
あ
る
著
述
に
見
出
さ
れ
る
。
れ
つ
ぎ
に
、
中

世
ラ
テ
ン
語
と
し
て
の
．
彗
o
ま
ま
雰
．
の
諸
語
意
の
う
ち
に
も
、

、
旦
Φ
墨
ま
O
学
a
ま
冨
く
9
箪
σ
榊
0
■
ぎ
8
黒
凹
忌
註
卑
駐
．
．
（
「
公
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的
代
理
者
に
付
与
さ
れ
た
、
な
い
し
は
一
公
的
代
理
者
に
よ
っ
て

受
諾
さ
れ
た
、
全
面
権
限
L
）
、
も
睾
O
自
目
ぎ
津
揖
彗
O
q
．
（
「
全
権

委
任
」
。
「
全
権
授
与
」
。
「
代
理
権
授
与
」
）
、
一
く
昌
目
彗
罧
．
（
「
金

権
」
。
「
代
理
権
」
。
「
委
任
」
）
の
意
が
あ
っ
て
、
こ
の
語
意
が
、

「
公
的
使
節
」
、
「
公
的
代
理
者
」
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
例
が
、

、
峯
o
目
巨
昌
o
目
“
葭
o
0
H
冒
岬
■
ざ
①
串
｛
g
ひ
ユ
o
凹
一
．
．
の
．
．
ω
o
饒
勺
↑
ひ
H
刷
ρ
、

の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
・
九
世
紀
成
立
の
二
一
つ
の
文
書
の
中

に
、
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
上
記
・
辻
　
一
肌
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
あ
ら
た
め
て
、
本
稿
の
末
尾
、
㎜
・
4
・
・
i
に
、
示
さ
れ
る
）
。

κ
　
本
稿
・
前
出
・
4
．
の
巳
に
記
し
た
・
《
契
約
内
容
》
の
〈
論

理
〉
を
、
巨
〇
一
〇
〇
貝
一
①
の
面
に
お
い
て
表
現
し
て
い
る
の
が
、
ま

さ
に
、
右
に
挙
げ
た
・
．
彗
o
ま
『
詩
眈
、
の
語
意
で
あ
る
。

　
h
　
．
L
　
そ
れ
ゆ
え
、
前
記
・
3
1
の
原
文
に
見
え
る
．
彗
艘
暮
・

幕
．
は
、
「
各
人
」
が
、
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
に
、
「
自
然
権
」

の
〈
内
容
〉
1
前
出
・
4
・
・
乱
を
再
言
す
れ
ぱ
、
「
各
人
」
の

「
生
命
の
保
存
」
を
「
目
的
」
と
す
る
・
「
身
体
と
心
と
の
力
・
能

力
」
の
〈
あ
ら
ゆ
る
行
使
〉
1
の
〈
全
面
的
代
行
（
代
理
）
権

限
〉
を
〈
付
与
〉
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
止
　
本
・
ふ
後

出
・
£
の
彗
ま
9
衰
↓
彗
一
8
昌
雷
①
冨
．
は
、
右
の
く
全
面
的
代

行
（
代
理
）
権
限
V
を
「
譲
与
す
る
」
、
彗
言
α
鼻
津
O
昌
汁
み
易
－

守
昌
Φ
．
は
・
同
じ
〈
権
限
〉
を
・
「
移
譲
す
る
」
、
の
意
で
あ
る
。

　
α
　
た
だ
、
か
か
る
〈
権
限
〉
の
〈
付
与
者
〉
・
〈
譲
与
者
〉
・

〈
移
譲
者
〉
た
る
「
本
人
」
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
こ
の
〈
権
限
〉

の
〈
付
与
〉
・
〈
譲
与
〉
・
〈
移
譲
〉
は
1
「
代
行
者
」
・
「
代
理
人
」

が
、
〈
付
与
者
〉
・
〈
譲
与
者
〉
・
〈
移
譲
者
〉
を
目
し
て
、
〈
そ
の
者

が
、
自
分
の
本
人
で
あ
る
、
と
す
る
〉
こ
と
が
で
き
る
「
資
格
」
・

「
権
隈
」
を
、
「
本
人
」
が
「
代
行
者
」
・
「
代
理
人
」
に
〈
付
与
〉
・

〈
譲
与
〉
・
〈
移
譲
〉
す
る
こ
と
ー
で
あ
る
。

　
吐
　
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
の
《
契
約
内
容
》
に
つ
い
て
、
．
彗
ま
o
－

ま
①
．
一
．
彗
ま
α
H
津
痒
Φ
冒
o
昌
o
蟹
①
冨
青
獣
阻
⑭
員
Φ
．
の
意
味
を
、

．
ぎ
葦
冒
．
（
「
本
人
」
）
の
意
と
、
前
述
の
・
「
本
人
」
と
「
代
行

者
」
・
「
代
理
人
」
と
の
関
係
の
〈
論
理
〉
と
に
カ
点
を
お
い
て
表

現
す
れ
ぱ
、
－
私
〔
君
〕
ハ
、
〈
単
一
〉
ノ
〈
第
三
者
〉
二
、

〈
ソ
ノ
〈
第
三
者
〉
ガ
、
私
〔
君
〕
ヲ
、
自
分
ノ
本
人
デ
ア
ル
、
ト

ス
ル
資
格
・
権
隈
ヲ
、
付
与
ス
ル
〉
、
な
い
し
は
、
〈
譲
与
ス
ル
〉
、

あ
る
い
は
、
〈
移
譲
ス
ル
〉
ー
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
∵

　
巳
　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
前
出
・
3
．
に
挙
げ
た
原
文
に
つ
い
て
、

《
契
約
内
容
》
の
規
定
の
〈
意
味
理
解
〉
を
示
せ
ぱ
、
そ
れ
は
、

左
記
の
も
の
と
な
る
。
（
他
の
諸
点
に
つ
い
て
の
・
前
掲
・
三
訳

文
に
お
け
る
理
解
と
の
相
違
と
、
そ
れ
の
根
拠
と
に
つ
い
て
は
、
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こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。
文
中
の
〔
　
〕
、
（
　
）
内
は
、
筆
者
の
注

解
な
い
し
補
完
を
、
表
わ
す
。
ま
た
、
《
契
約
内
容
彰
を
合
め
て
、

原
文
イ
タ
リ
ク
体
の
部
分
は
、
片
仮
名
で
表
記
し
た
。
な
お
、

「
コ
ノ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
コ
ノ
会
議
体
」
と
は
、
も
と
よ
り
、

「
至
高
権
カ
保
持
者
」
と
な
る
・
〈
単
一
〉
の
〈
第
三
者
〉
（
「
ひ
と

り
の
人
間
」
、
な
い
し
は
、
「
一
つ
の
・
人
々
の
会
議
体
」
）
を
、

指
す
も
の
で
あ
る
）
。

　
「
こ
れ
〔
「
共
同
の
カ
」
・
「
国
家
」
〕
は
、
提
携
（
O
昌
器
葦
）
な

い
し
協
同
（
o
昌
8
a
）
以
上
の
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
〔
「
共
同

の
カ
」
・
「
国
家
」
〕
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
た
っ
た
一
つ
の
人
格

と
な
る
・
文
字
ど
お
り
の
単
一
体
（
里
冨
豊
d
邑
弍
①
）
な
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
単
一
体
は
、
各
人
が
各
人
と
交
す
契
約
（
O
o
く
彗
－

彗
“
）
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
（
昌
邑
①
）
の
で
す
が
、
そ
の
契

約
は
、
各
人
が
各
人
に
向
か
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

言
う
よ
う
に
し
て
、
交
さ
れ
る
の
で
す
。
私
ハ
、
コ
ノ
人
間
、
ナ

イ
シ
ハ
、
コ
ノ
・
人
札
ノ
会
議
体
二
、
ソ
ノ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、

ソ
ノ
・
人
々
ノ
会
議
体
ガ
、
私
ヲ
、
自
分
ノ
本
人
デ
ア
ル
、
ト
ス

ル
権
隈
〔
資
楮
〕
ヲ
、
付
与
シ
マ
ス
（
」
ミ
ぎ
ミ
睾
こ
の
語
は
、

「
ソ
ノ
人
間
…
」
以
下
の
す
ぺ
て
を
、
表
示
す
る
）
。
ス
ナ
ワ
チ
、

私
ハ
、
私
自
身
ヲ
〔
私
ノ
「
生
命
ノ
保
存
」
へ
〕
導
イ
テ
イ
ク
タ

メ
ニ
私
ガ
モ
ッ
テ
イ
ル
権
利
〔
「
自
然
権
」
〕
ヲ
、
〔
ソ
ノ
人
間
、

ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
・
人
々
ノ
会
議
体
二
〕
譲
渡
シ
マ
ス
（
亀
ミ
ミ
寸
）
。

〔
タ
ダ
シ
〕
、
ソ
レ
ハ
、
君
ガ
、
私
ト
同
ジ
ョ
ウ
ニ
、
君
ガ
〔
君
白

身
ヲ
、
君
ノ
生
命
ノ
保
存
へ
導
イ
テ
イ
ク
タ
メ
ニ
〕
君
ガ
モ
ヅ
テ

イ
ル
権
利
〔
「
自
然
権
」
〕
ヲ
、
ソ
ノ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
・

人
々
ノ
会
議
体
二
、
譲
渡
ス
ル
（
曹
§
ミ
）
、
ス
ナ
ワ
チ
、
ソ
ノ

人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
・
人
々
ノ
会
議
体
ガ
、
君
ヲ
、
自
分
ノ

行
為
ス
ベ
テ
ノ
本
人
デ
ア
ル
、
ト
ス
ル
権
限
〔
資
格
〕
ヲ
、
君
ガ
、

〔
ソ
ノ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
・
人
々
ノ
会
議
体
三
〕
付
、
与
ス

ル
（
＼
ミ
ぎ
ミ
案
こ
の
語
も
、
「
ソ
ノ
人
間
、
…
」
以
下
の
す
べ
て

を
、
表
示
す
る
〕
、
ト
イ
ウ
・
コ
ノ
条
件
デ
（
o
ミ
ぎ
二
〇
ミ
ミ
§
・

こ
の
．
亭
云
，
は
、
〈
重
要
ナ
〉
を
、
含
意
す
る
）
、
デ
ア
リ
マ
ス
。

こ
の
契
約
が
交
さ
れ
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
つ
の
人
格
と

し
て
単
一
に
な
っ
た
・
人
間
た
ち
の
多
数
体
が
、
カ
マ
ン
ー
ウ
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ル
ス
〔
国
家
〕
、
ラ
テ
ン
語
で
は
キ
ー
ウ
ィ
タ
「
ス
、
と
名
づ
け

ら
れ
る
の
で
す
。
以
上
が
、
あ
の
・
巨
大
な
リ
ヴ
ァ
イ
。
ア
サ
ン
の

産
出
で
あ
り
ま
す
し
、
な
い
し
は
む
し
ろ
、
（
も
っ
と
う
や
う
や

し
く
申
せ
ぱ
）
、
死
ヌ
コ
ト
ノ
ア
リ
ェ
ル
神
の
産
出
で
一
あ
り
ま
し

て
、
私
た
ち
が
、
私
た
ち
の
〔
お
互
い
の
あ
い
だ
の
〕
平
和
と

〔
外
敵
の
侵
略
に
た
い
す
る
〕
防
衛
と
を
え
る
二
と
が
で
き
ま
す
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の
は
、
死
ヌ
コ
ト
ノ
ァ
リ
エ
ナ
イ
神
に
服
し
て
い
る
・
こ
の
・
死

ヌ
コ
ト
ノ
ァ
リ
ェ
ル
神
の
お
か
げ
な
の
で
あ
り
ま
す
L
．

　
t
　
な
お
、
、
卜
雨
S
（
卜
、
）
、
．
に
つ
い
て
は
。
（
O
■
・
H
H
H
．
勺
や
H
8

1
－
旨
）

　
、
雰
“
ぎ
註
冒
チ
g
警
毛
童
ぎ
｝
巨
蜆
毛
彗
a
冒
伽
邑
：
鼻

8
昌
守
2
里
．
目
g
ぎ
一
目
ぎ
勺
o
富
ひ
自
四
昌
饒
自
里
昌
く
Φ
曇
ひ
旨
目
ぎ
目

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
＾

自
邑
〇
一
〇
一
－
O
α
｛
箒
鶉
『
勺
ぎ
汁
目
旨
O
邑
冨
ε
宅
岩
畠
昌
目
O
自
〇
一
自
O
－

｛
Φ
二
ぎ
ρ
冨
昌
呂
饒
昌
昌
旦
冨
旨
嘉
毛
｛
名
畠
象
8
H
o
“
■
篭

“
§
o
ま
§
ぎ
“
ミ
、
ミ
㌻
o
§
“
ミ
一
s
ミ
ぎ
ミ
§
ミ
§
ミ
㌧
も
的
§
ぎ
§

乱
恕
ミ
§
§
“
書
冬
§
s
§
ミ
〇
一
§
b
§
§
§
ミ
一
ミ
§
ミ
臥
串
§

ミ
s
§
s
ミ
ぎ
ぎ
§
膏
§
＆
意
吻
ミ
ミ
§
“
§
ミ
零
s
§
ぎ
ぎ
ミ
昏
§

ミ
ぎ
冬
ミ
・
．
冒
α
雲
亘
昌
目
一
ま
竃
二
言
φ
轟
、
婁
ぎ
寧
鶉
戸

9
ま
8
ざ
・
臥
ミ
募
9
尋
帖
、
軌
§
§
＞
君
冨
｝
聾
①
呉
。
目
9
－

胃
叫
ま
O
§
膏
嵩
ミ
“
§
卜
§
“
§
ぎ
ぎ
く
具
鼻
豊
O
目
己
易
一
〇
一
｛
員

§
ミ
§
吻
b
き
O
肇
冨
8
昌
O
“
雫
9
9
ま
富
目
豊
げ
夏
3
冒
－

昌
o
『
岬
旨
o
①
ず
Φ
昌
自
ω
ひ
目
－
■
①
昌
一
．
、

　
「
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
〔
「
共
同
の
カ
」
・
「
国
家
」
〕
は
、
提
携
な

い
し
は
協
同
よ
り
以
上
の
二
の
る
・
重
大
な
も
の
な
の
で
す
。
な

ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
〔
「
共
同
の
力
」
・
「
国
家
」
〕
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
間
が
た
っ
た
一
つ
の
人
格
と
な
る
・
文
字
ど
お
り
の
単
一

体
（
呑
冨
…
ま
δ
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
単
一
体
は
、

各
人
が
各
人
と
交
す
契
約
（
忌
o
；
旨
）
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る

（
津
）
の
で
す
。
そ
の
契
約
は
、
各
人
に
向
か
っ
て
各
人
が
、
ち

ょ
う
ど
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
よ
う
に
し
て
、
交
さ
れ
る
の
で
す
。

私
ハ
、
コ
ノ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
コ
ノ
会
議
体
二
、
ソ
ノ
人
間
、

ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
会
議
体
ガ
、
私
ヲ
、
自
分
ノ
本
人
デ
ア
ル
、
ト

ス
ル
権
隈
〔
資
格
〕
ヲ
（
§
“
ぎ
ミ
§
雨
§
．
こ
の
語
は
、
「
ソ
ノ
人

間
、
…
」
以
下
の
す
べ
て
を
、
表
示
す
る
）
、
譲
与
シ
マ
ス
（
O
§
・

＆
き
）
、
ス
ナ
ワ
チ
、
私
自
身
ヲ
〔
私
ノ
生
命
ノ
保
存
へ
〕
導
イ

テ
イ
ク
タ
メ
ニ
私
ガ
モ
ヅ
テ
イ
ル
権
利
〔
「
自
然
権
」
〕
ヲ
、
〔
ソ
ノ

人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
会
議
体
二
〕
譲
与
シ
マ
ス
（
8
§
ミ
o
）
、

〔
タ
ダ
シ
〕
、
ソ
レ
ハ
、
君
モ
マ
ー
タ
、
ソ
ノ
・
同
ジ
人
間
、
ナ
イ
シ

ハ
、
ソ
ノ
・
同
ジ
会
議
体
二
、
ソ
レ
ガ
、
君
ヲ
、
自
分
ノ
本
人
デ

ア
ル
、
ト
ス
ル
・
君
ダ
ケ
ガ
モ
ツ
権
隈
〔
資
格
〕
ヲ
（
ミ
昌
§
§
・

§
q
ミ
ミ
㎞
§
こ
の
語
は
、
「
ソ
レ
ガ
、
…
」
以
下
を
、
表
示
す
る
）
、

移
譲
ス
ル
（
ミ
ぎ
書
§
b
）
、
ス
ナ
ワ
チ
、
〔
君
ヲ
、
君
ノ
生
命
ノ

保
存
へ
導
イ
テ
イ
ク
タ
メ
ニ
〕
君
ガ
モ
ッ
テ
イ
ル
権
利
〔
「
自
然

権
」
〕
ヲ
、
君
ガ
、
ソ
ノ
・
同
ジ
人
間
、
ナ
イ
シ
ハ
、
ソ
ノ
・
同

ジ
会
議
体
二
、
移
譲
ス
ル
（
ミ
ぎ
冬
き
閉
）
、
ト
イ
ウ
・
ソ
ノ
条
件

デ
（
嵩
o
§
§
＆
ミ
。
．
雪
o
昌
2
弍
o
、
の
．
雪
．
は
、
〈
重
要
ナ
〉
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を
、
含
意
す
る
）
、
デ
ア
リ
マ
ス
。
こ
の
契
約
が
交
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
の
・
人
間
の
多
数
体
が
、
単
一
の
人
格
に
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
す
し
、
す
な
わ
ち
、
キ
ー
ウ
ィ
タ
ー
ス
、
ま
た
、
レ
ー
ス
プ
ー

ブ
リ
カ
〔
い
ず
れ
も
、
「
国
家
」
〕
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
、
ま
さ
に
こ
れ
が
、
あ
の
・
巨
大
な
レ
ウ
ィ
ア
ー
ト
＾
ア
ン

の
産
出
で
あ
り
ま
す
し
、
あ
る
い
は
、
も
っ
と
い
か
め
し
く
申
す

と
し
ま
す
れ
ぱ
、
死
ヌ
コ
ト
ノ
ァ
リ
エ
ル
神
の
産
出
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
、
〔
お
互
い
の
あ
い
だ
の
〕
平
和
と
、
〔
外
敵
に
た
い
す

る
〕
防
衛
と
の
こ
と
、
こ
と
く
を
え
る
こ
と
が
で
き
支
す
の
は
、
死

ぬ
こ
と
の
あ
り
え
な
い
神
に
服
し
て
い
る
・
こ
の
・
死
ヌ
コ
ト
ノ

ァ
リ
ェ
ル
神
の
お
か
げ
な
の
で
あ
り
ま
す
L
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
（
「
コ
ノ
条
件
」
（
亭
尉
8
邑
迂
昌
）
の
、
ま
オ
．
、
「
ソ
ノ
条
件
」

（
雷
8
己
弐
O
）
の
ぎ
．
が
、
い
ず
れ
も
、
〈
重
要
ナ
V
を
合
意

す
る
、
と
す
る
根
拠
は
、
本
稿
・
後
述
・
W
・
0
・
の
よ
う
に
、
右

に
現
れ
る
・
前
記
の
〈
論
理
〉
に
基
づ
く
《
内
容
》
を
も
つ
「
契

約
」
が
、
、
．
卜
§
（
申
卜
．
）
、
実
．
H
－
O
由
＞
弔
．
×
－
く
ー
屑
O
q
」
1
に

示
さ
れ
る
「
第
二
の
自
然
法
」
の
〈
帰
結
〉
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
す
な
わ
ろ
、
有
の
「
自
然
法
」
が
含
む
・
「
賞
然
権
」
の
「
移

　
　
　
　
、
　
　
、

譲
」
の
《
条
件
》
1
－
、
「
各
人
」
の
・
こ
の
「
移
譲
」
に
お
け

る
〈
相
亙
性
と
同
時
性
〉
－
が
、
「
国
家
」
を
「
産
出
」
す
る
∴

右
の
「
移
譲
」
は
、
「
契
約
」
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
の
〈
論
理
〉

を
、
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　
6
．
　
そ
こ
で
、
本
稿
の
主
題
は
、
《
契
約
内
容
》
の
・
右
の
〈
意

味
理
解
〉
の
〈
根
拠
〉
を
知
る
た
め
に
、
、
夢
卜
。
、
一
．
b
Ω
＝
か
ら

、
卜
§
．
（
申
卜
■
）
、
に
至
る
・
立
論
の
経
緯
に
照
ら
し
な
が
ら
、
前

述
・
z
に
記
し
た
・
二
つ
の
〈
論
理
〉
が
、
《
契
約
内
容
》
の
〈
論

理
〉
に
収
飲
す
る
道
筋
を
、
辿
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　
　
　
。

　
（
本
論
・
I
l
w
の
発
表
は
、
一
橋
論
叢
編
築
委
員
会
の
繍
集
方
針

い
か
ん
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
本
・
論
叢
の
・
後
目
刊
行
の
号
に
お
い
て
行

わ
れ
る
こ
と
も
、
あ
り
う
る
。
肇
者
）
。
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